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令和 7年度 学校評価 

  箕面自由学園幼稚園 

１ 本学園の教育目標 

豊かな自然環境を基盤に、体験と実践をとおして、伸び伸びと個性を発揮できる教養高い社会人の育成 

をめざし、基本的生活習慣、体力、学習能力、マナー等、バランスのとれた人格の形成を図る。 

 

２ 本園の教育目標 

自然環境のよさを基盤に、体験と感動を軸にして各学年の発達段階をふまえ、体力・知力・豊かな心を養い、意

欲的で自主的な子どもを育てる。 

⑴  自然や文化、人とのふれあいをとおして豊かな感性を培う。 

⑵ 一人ひとりの個性や成長をふまえ、体力、知力、気力の醸成を図る。 

⑶ 様々な活動に対してすすんで取り組める自主的な姿勢を育む。 

 

３ 本年度の重点目標と計画 

年少・年中・年長の各学年の発達段階に応じて必要な保育活動を計画的に実施し、子ども一人ひとりが自ら考え、

選び、試しながら成長できるよう配慮した保育を行った。生活や遊びの中で生まれる子どもの「なぜ」「やってみた

い」という思いを大切にし、繰り返し関わりながら深めていく探究的な学びを重視した。 

⑴ 各学年の保育内容については、発達段階に応じたねらいを明確にした上で構成し、週活動指導計画をもとに保

育を実践した。また、保育の質および指導力向上を目的として、各種研修を計画的に実施した。 

⑵ 園の環境を活かした外遊びや自然あそびを日常的に取り入れ、子ども自身が興味のある遊びを選び、試行錯

誤を重ねながら繰り返し取り組める環境を整えた。行事や保育内容についても、子どもの姿や育ちを丁寧に捉え、

子ども主体で取り組める内容となるよう工夫した。 

⑶ 農園・果樹園での播種、定植、収穫といった栽培活動を通して、自然の変化を観察し、不思議さや気づきを深め

る探究的な体験を行った。収穫した野菜は給食室と連携して給食に活用し、栽培から食へとつながる総合的な食

育を推進した。また、個々の食物アレルギーに配慮した給食提供を行った。 

⑷ 異文化体験としての「English・Time」の活動をより充実させ、ネイティブ教員との歌やゲーム、英語圏の文化

行事に親しんだ。カリキュラム以外にも日常保育の中に英語を取り入れることで、遊びや生活の中から自然に英語

に触れ、生きた英語を獲得できる環境を整えた。 

⑸ 就学前教育の一環として、年長組を対象に文字あそびや数あそびを取り入れ、遊びの中で考えたり試したりす

る経験を通して、文字・ことば・数への興味関心を高めた。また、本学園の環境を活かし、併設小学校との交流会や

授業見学・体験を計画的に実施することで、小学校生活へのスムーズな接続を図った。 

⑹ 専門家による視点や技術に触れることを重視し、年間を通して芸術鑑賞等の文化的体験を実施した。本物に出

会う体験を通して、感じたことを自分なりに表現しようとする姿を引き出し、子どもたちの豊かな感性を育んだ。 

⑺ ホームページ、園だより・学年だより等を活用し、保育のねらいや子どもの姿を丁寧に伝える広報活動を行った。

あわせて、Instagram等による外部発信にも注力し、保護者との信頼関係および協力関係をより一層深めること

ができた。 

⑻ 豊中こども財団主催の公開保育を自園にて実施し、市内の保育施設から教職員を招いた。本園の保育を公開

し、子どもの姿をもとに保育を振り返り、分析・協議を行うことで、より良い保育の実現に向けた保育研究を推進し

た。 

⑼ 英語、サッカー、体操、チアリーディング等の既存の課外教室を引き続き実施した。加えて、年長組を対象に英

語・科学・書道の各教室を開設し、不思議なことや未知の事象に出会う体験を通して、旺盛な知的好奇心や探究心

を育んだ。 

子どもが自ら課題に向き合い、考え、試す過程を大切にし、非認知能力の育成につながる環境を整えた。また、あず

かり保育との連携により、「園に預けながら習い事にも取り組める」体制を整え、働く保護者のニーズに寄り添った

課外教室運営を行った。 
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４ 評価項目の達成及び取り組み状況 

 

① 年少組 

・初めての集団生活において幼稚園生活が安心して楽しく過ごせるよう配慮し、衣服の着脱、手洗い、排せつ、一定

時間内での給食など、基本的生活習慣の確立をめざして丁寧に援助・指導した。 

・運動面では、歩く・走る・跳ぶなどの全身運動を遊びの中で繰り返し行うことで、基礎体力や基本的運動能力を培

い、自らの身体をコントロールする力を育てた。 

・操作面では、はさみ、のり、画材、粘土等の生活用具や活動手段、また給食時の箸を活用し、左右の手指の巧緻性

と協応性を育んだ。 

・表現面では、楽しく歌い、曲に合わせてカスタネットやタンバリン等の打楽器を使って遊ぶ中で、音楽的感性やリズ

ム感を養った。 

・短い素話、絵本、童話などに親しみ、見たり聞いたりすることを楽しめる力を育てた。 

・自発的な遊びを大切にし、「みたて遊び」や「つもり遊び」を繰り返し楽しむことで、想像力や表現力の芽生えを促

した。 

・草花、どんぐり、昆虫など園内の自然に親しみ、畑の作物にも関心をもち、見たり触れたりしながら収穫までの過程

を楽しんだ。 

・友だちや集団の中にいることを心地よく感じ、安心して一緒に活動できるようにした。 

② 年中組 

・通園のルールやマナーが身につき、見通しをもって安定した幼稚園生活を送れるよう支援した。 

・既に獲得している基本的生活習慣をさらに習熟させ、未定着な部分についても繰り返し経験することで、「自分の

ことは自分でできる」という自信を育んだ。 

・全身運動を基盤とした身体コントロール力を高める運動遊びを行い、2つ以上の動きを連続させるなど遊びの幅

を広げ、体幹の基礎を育めるよう運動遊具や環境を工夫した。 

・表現活動では、クレパスや絵の具等の表現材料に親しみ、基本的な技能への習熟が見られた。歌や打楽器に親し

みながら、感じたままのリズムを体で表現し、合奏では全身で音楽を楽しんだ。 

・ネイティブ教員との英語の歌やゲームを通して自然に英語に触れ、異文化への親しみを深めた。 

・草花や木の実で遊んだり、玉ねぎ等の栽培活動をしたりして作物の成長に関心をもち、収穫の喜びを体験した。 

・保育室前ではペットボトル大根栽培も行い、日常的に観察することで、生長への気づきや探究心を育てた。 

③ 年長組 

・さまざまな友だちと関わりながら、見通しをもって主体的に幼稚園生活を送れるよう支援した。 

・基本的生活習慣の定着を図り、援助を必要としない身辺自立の確立をめざした。 

・自分の思いを言葉で表現し、相手に伝える経験を重ねることで、対話する力を育んだ。 

・夢中になって取り組める遊びや課題を見つけ、繰り返し試行錯誤する中で意欲や自信を獲得した。 

・学年活動に SDGsの視点を取り入れ、地域・世界・地球の中の「自分」を意識する学びを行った。 

・運動面では、全身運動に加え【幼児期に身につけたい 36の動き】を意識し、ボールを使ったルールのある運動や

鉄棒、跳び箱、縄跳び等に親しんだ。特に縄跳びでは目標を設定し、主体的に挑戦する姿が見られた。 

・表現活動では、生活や遊びから題材を見つけ、クレパスや絵の具で自由に描くことを楽しんだ。 

・友だちとさまざまなごっこ遊びを行い、約束やルールを意識しながら協力して遊ぶ力を育てた。 

・合唱やダンス、和太鼓、マーチング合奏、洋合奏等に取り組み、仲間と表現を創り上げる経験を重ねた。 

・ことば遊びや文字遊びを通して書き言葉への関心を高め、英語の歌やゲームを通して簡単な英語表現を身につ

けた。また、多様な文化や言語に触れ、世界への視野を広げた。 

・運動会では子どもたちが司会進行を担い、劇遊びでは台本づくりに関わるなど、主体的に考え、伝える活動を行っ

た。 

④ 英語教育 

ネイティブ教員によるイングリッシュ・タイムを年少から実施し、ゲームや歌などを通して英語圏文化を体験する機会

を増やすことで、国際理解につながる環境づくりを行った。あわせて、レッスン時だけでなく、登園時や日常の保育活

動の中でも英語に触れる機会を設けることで、子どもたちが生活の中で自然に英語を使い、生きた英語の習得に

つながる取り組みとした。 

 

⑤ 子育て支援 

子育て支援としてのあずかり保育では、異年齢集団の特性を活かし、立体折り紙、毛糸の指編み、劇遊び、外遊び



3 

 

等を通して、上の学年が下の学年を援助する姿が見られた。稲の脱穀や朝顔栽培等、通常保育では難しい体験も

取り入れ、相互に学び合う力や協力する力を育んだ。 

プレイルームは週 2回 2 クラスと週 3回のプラスコースで運営し、専門講師による多様な活動を安定して実施し

た。さらに、「ふれあいサロン」ではリトミックや親子体操等を実施し、地域の子育て支援に寄与した。 

 

⑥ 情報発信 

ホームページ、Instagram、毎月の園だよりを通して、日常の保育や子どもの姿を継続的に発信し、保護者との信

頼関係を深めた。ICT機器を活用したドキュメンテーションに取り組み、写真や動画を用いた記録・共有を行うこと

で、保育の見える化を進めた。 

 

 

 

５ 学校評価の目標や計画についての総合的な評価結果（学校自己評価のまとめ） 

今年度の学校評価では、多くの項目において高い評価をいただき、「思わない」と回答された項目がほとんど見ら

れない結果となりました。これは、日々の保育や教育活動に対して、保護者の皆さまにご理解と信頼を寄せていただ

いていること、また教職員一人ひとりが積み重ねてきた取り組みの成果であると受け止めています。 

一方で、この評価を励みとしつつも、決して現状に満足することなく、評価結果を一つの気づきとして大切にしてい

きたいと考えています。今後も「子どもがまんなか」の視点を大切にしながら、一人ひとりの育ちに丁寧に寄り添い、

保育内容のさらなる充実と質の向上に向けて、日々の保育を振り返り、改善を重ねていきます。 

 

⑴ 通園バスの安全対策について 

大阪府私立幼稚園連盟「通園バス運行の指標」等を踏まえ、バス運転手・添乗員・全教職員が一体となり、

園児の置き去りや降ろし忘れが絶対に起こらない体制づくりに取り組んだ。 

また、園児自身が危険から身を守る力を育むため、「クラクション研修」を 5 月・6 月の 2 回実施し、子どもの

安全確保と保護者の安心につながる取り組みを進めた。日常においては、1日 7回のチェック体制を構築し、

継続的な事故防止に努めた結果、乗せ間違いや乗せ忘れ等のヒヤリハット案件は一度も発生しなかった。 

今後も職員間の連携を大切にし、安全体制の維持・向上に努めるとともに、バス運行委託業者との安全確認

および報告体制をさらに強化し、連携を深めていく。 

 

⑵ 主体性保育の推進と教育の質の向上について 

主体性保育を実践する中で、教育の質の向上と子どもの豊かな活動を保障するため、行事やカリキュラムの

見直しを行った。子どもの発達に応じた保育室環境の整備や、立地環境を活かして1日の活動の中に外遊び

を積極的に取り入れるなど、保育内容の工夫を進めた。 

また、支援を必要とする子どもの入園が増加する中で、インクルーシブ保育に関する研修を受講し、職員の理

解と対応力の向上を図った。子どもの主体と教員の主体が共に生きる「共主体」の保育を目指し、保育の充

実に努めた。 

さらに、オープンキンダー等の自由参観や、保護者と一緒に取り組む活動を実施し、園での子どもたちの姿を

身近に見ていただける機会を設けたことは、保護者からも高い評価を得ている。 

 

⑶ あずかり保育を中心とした子育て支援について 

子育て支援において需要が高まっている「あずかり保育」では、夏期あずかり保育を中心に、給食提供を実施

したほか、おやつ持参や希望家庭への午睡対応など、働く保護者の多様なニーズに応えた。 

特に給食提供については、給食室の協力とバックアップが大きな支えとなり、幼稚園単独では難しい支援体

制を実現することができた。 

 

⑷ 施設・防犯面の安全対策について 

安全面においては、園の門の鍵を二重ロックとし、保護者にも確実な開閉の協力を依頼することで、防犯意識

の共有を図った。一方で、桂門ホールを使用して保育を行う時間帯に守衛が不在となる場合について、安全
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６ 今後取り組むべき課題 

⑴国の幼児教育・保育施策および私立幼稚園に求められる役割を的確に把握し、社会の変化に柔軟に対応しな

がら、質の高い保育を安定して提供できる体制づくりを進める。また、保護者に対して保育の意図や子どもの育ちを

より丁寧に伝え、園と家庭が連携しながら子どもの成長を支える「共育」の関係づくりを推進する。 

 

⑵主体性保育のさらなる充実を図るため、保育カリキュラムの見直しを行い、満3歳児保育から年長組までの発達

の連続性を意識した系統的な保育カリキュラムを整備することで、箕面自由学園幼稚園らしい保育内容の明確化

を図る。あわせて、探究的な遊びが一過性の体験で終わることのないよう、環境構成や教師の関わり方を再整理

し、子どもが自ら選び、繰り返し取り組みながら学びを深めていく保育を目指す。 

 

⑶クラス相互の保育参観や振り返りの機会を計画的に設けることで、担任一人ひとりの保育力の向上を図るととも

に、学年・園全体としてのチーム力の強化を推進する。 

 

⑷地域の子どもおよび子育て家庭を支援するため、プレイルームや「ふれあいサロン」等の年間計画について内容

や運営方法を見直し、より魅力的で参加しやすい事業となるよう工夫し、地域に開かれた幼稚園としての役割を高

める。 

 

⑸子どもおよび保育者双方の健康と安全を守る観点から、無理のない保育プログラムおよび行事計画の作成を行

い、心身の負担に配慮した、持続可能な保育環境の整備を進める。 

 

⑹通園バスの置き去り防止をはじめとする安全対策について、職員全体の危機意識をさらに高め、日常的な確認

体制および研修を継続することで、より確実な安全管理の徹底を図る。 

 

⑺探究的な保育および主体性保育の実践について、写真や記録等を活用したドキュメンテーションと振り返りによ

り可視化し、教職員間で共有することで、保育の質の均一化とさらなる向上を図るとともに、その成果を ICT や動

画配信等を通して発信していく。情報発信にあたっては、保護者ニーズと職員の業務負担とのバランスに十分配慮

し、保育の質を最優先とした、持続可能で効果的な発信方法の構築を目指す。 

 

 

対策が十分であるか不安を感じる保護者の声も寄せられた。 

また、園の門が開いたままになっていることがあるとの指摘もあり、鍵の施錠確認が徹底されていない場面が

あることが課題として明らかになった。 

これらの点については真摯に受け止め、施錠確認の徹底や職員間でのチェック体制の見直し等を行い、次年

度に向けて安全管理体制の強化と改善を検討していく必要がある。 

 

⑸ 相談支援体制の周知について 

学園内に「心のほっとルーム」等の相談機関が設置されていることについては、周知を行ってきたものの、保護

者への浸透が十分とは言えない状況がうかがえた。子育てに不安や悩みを抱える保護者が安心して相談で

きる体制づくりのため、次年度は相談機関の存在や利用方法について、よりわかりやすく周知する取り組みを

強化していく。 

 

⑹ 情報発信について 

これまで動画配信を通して保育の様子を伝えてきたが、利用していたシステムの変更に伴い動画配信ができ

なくなり、保護者から残念に感じているとの声が寄せられた。こうした状況を受け、動画配信の在り方やシステ

ムについて再検討を行った。 

次年度より新たな動画配信システムを導入し、保護者のニーズに応えた情報発信の充実を図る予定である。

一方で、動画撮影が保育活動の妨げとならないよう留意し、職員の負担や保育の質とのバランスを考慮しな

がら、無理のない形で工夫して取り組んでいく。  
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年度 とてもそう思う そう思う 「思う」小計 傾向
あまり

そう思わない
思わない 「思わない」小計 傾向

2025年度 74% 25.4% 99.1% → 0.9% 0.0% 0.9% →

2024年度 71% 26.8% 97.9% ↑ 1.0% 1.0% 2.0% →

2023年度 64% 29.4% 93.0% 1.0% 0.6% 1.6%

2025年度 75.2% 22.5% 97.7% → 2.3% 0.0% 2.3% →

2024年度 71.2% 26.8% 98.0% ↑ 1.0% 1.0% 2.0% ↓

2023年度 63.7% 29.5% 93.2% 6.2% 0.7% 6.9%

2025年度 62.4% 32.0% 94.4% ↑ 5.6% 0.0% 5.6% →

2024年度 66.0% 25.3% 91.3% ↑ 7.2% 1.0% 8.2% ↓

2023年度 56.2% 31.5% 87.7% 9.6% 2.1% 11.7%

2025年度 65.7% 32.4% 98.1% → 1.9% 0.0% 1.9% →

2024年度 77.3% 18.1% 95.4% ↑ 1.6% 0.5% 2.1% ↓

2023年度 54.3% 25.6% 79.9% 9.2% 0.6% 9.8%

2025年度 73.2% 26.8% 100.0% ↑ 0.0% 0.0% 0.0% ↓

2024年度 67.0% 27.3% 94.3% → 4.6% 0.5% 5.1% →

2023年度 63.0% 31.5% 94.5% 4.1% 1.4% 5.5%

2025年度 62.0% 35.7% 97.7% ↑ 2.4% 0.0% 2.4% →

2024年度 69.1% 23.7% 92.8% → 4.1% 1.0% 5.1% ↓

2023年度 61.4% 29.5% 90.9% 7.5% 1.4% 8.9%

2025年度 70.4% 29.1% 99.5% ↑ 0.5% 0.0% 0.5% →

2024年度 73.2% 22.2% 95.4% → 2.6% 0.5% 3.1% ↓

2023年度 71.9% 21.9% 93.8% 5.5% 0.7% 6.2%

2025年度 81.7% 17.4% 99.1% ↑ 0.5% 0.5% 1.0% →

2024年度 86.6% 9.3% 95.9% ↑ 2.1% 0.0% 2.1% →

2023年度 77.4% 17.8% 95.2% 0.2% 1.4% 1.6%

2025年度 74.7% 23.9% 98.6% → 1.4% 0.0% 1.4% →

2024年度 79.9% 16.0% 95.9% → 0.1% 0.0% 0.1% ↓

2023年度 80.1% 15.1% 95.2% 3.4% 2.1% 5.5%

2025年度 69.5% 28.6% 98.1% ↑ 1.9% 0.0% 1.9% ↓

2024年度 78.9% 14.4% 93.3% ↓ 5.2% 0.0% 5.2% →

2023年度 74.7% 22.7% 97.4% 2.1% 0.7% 2.8%

5．幼稚園は、あいさつな
ど、基本的な生活習慣を身に
付けさせていますか。

【令和7年度学校評価アンケート調査結果】

1.　お子さまは幼稚園に楽し
く通っていますか。

2．幼稚園職員は子ども一人
ひとりを理解し、子どもの発
達に応じた保育をしています
か。

3．幼稚園や保育者は、子ど
もの様子をわかりやすく伝え
ていますか。

4． 幼稚園は、子どもたち1
人ひとりの個性を大切にし、
意欲や自信を持たせています
か。

6．幼稚園は、話を聞く態度
を育てることに努めています
か。

7．幼稚園は、集団生活に必
要な決まりや約束の大切さを
指導していますか。

8．幼稚園は、自然と触れ合
う経験を大切にした保育をし
ていますか。

9．幼稚園は、「食育」を通
して子どもたちの食に対する
興味・関心を深めるように努
めていますか。

10．幼稚園は、避難訓練や安
全指導などを通して子どもが
安全に対する意識や習慣が身
に付くようにしていますか。

↑・・・・対前年＋３％より上

→・・・・対前年±３％以内

↓・・・・対前年ー３％より下
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年度 とてもそう思う そう思う 「思う」小計 傾向
あまり

そう思わない
思わない 「思わない」小計 傾向

2025年度 71.4% 26.8% 98.2% ↑ 2.4% 0.0% 2.4% ↓

2024年度 70.1% 22.7% 92.8% ↑ 5.7% 0.5% 6.2% ↓

2023年度 54.1% 32.9% 87.0% 8.2% 4.8% 13.0%

2025年度 75.6% 22.5% 98.1% → 1.9% 0.0% 1.9% →

2024年度 77.3% 18.6% 95.9% ↑ 3.1% 0.0% 3.1% ↓

2023年度 50.0% 26.7% 76.7% 18.5% 4.1% 22.6%

2025年度 61.1% 36.7% 97.8% ↑ 2.4% 0.0% 2.4% ↓

2024年度 68.6% 22.2% 90.8% ↑ 6.2% 1.1% 7.3% ↓

2023年度 56.9% 30.1% 87.0% 10.3% 2.1% 12.4%

2025年度 50.7% 39.4% 90.1% → 9.9% 0.9% 10.8% →

2024年度 52.1% 36.7% 88.8% ↑ 7.2% 1.6% 8.8% ↓

2023年度 49.3% 30.1% 79.4% 18.5% 2.1% 20.6%

2025年度 64.8% 32.4% 97.2% → 2.8% 0.0% 2.8% →

2024年度 84.5% 13.4% 97.9% → 0.5% 0.5% 1.0% →

2023年度 75.3% 21.9% 97.2% 2.1% 0.7% 2.8%

2025年度 57.3% 39.0% 96.3% → 3.8% 0.5% 4.3% →

2024年度 73.7% 21.7% 95.4% ↑ 3.1% 0.0% 3.1% ↓

2023年度 43.2% 41.1% 84.3% 12.3% 3.4% 15.7%

2025年度 71.4% 27.2% 98.6% → 1.9% 0.0% 1.9% →

2024年度 78.9% 18.0% 96.9% ↑ 1.6% 0.0% 1.6% ↓

2023年度 61.4% 28.1% 89.5% 8.2% 2.1% 10.3%

2025年度 43.7% 42.3% 86.0% → 12.7% 1.4% 14.1% →

2024年度 59.8% 24.7% 84.5% ↑ 13.4% 1.6% 15.0% ↑

2023年度 50.7% 27.4% 78.1% 17.8% 4.8% 22.6%

2025年度 53.2% 40.1% 93.3% → 5.1% 0.4% 5.5% →

2024年度 71.7% 23.2% 94.9% → 3.6% 0.0% 3.6% ↓

2023年度 62.3% 31.5% 93.8% 4.1% 2.1% 6.2%

18．学園内に発達や教育相談
の機関があることが周知され
ていますか。

19．幼稚園は、コドモンや
ホームページ、Instagramを
通して、幼稚園の活動を伝え
ていますか。

11．幼稚園の行事は工夫され
ていますか。

12．幼稚園は芸術文化活動や
鑑賞をおこなっていますか。

13．学級懇談会、個人懇談の
内容は有意義ですか。

14．幼稚園は、外部侵入者対
策をしていますか。

15．幼稚園は、未就園児登
園・子育て相談・園庭開放・
預かり保育など子育て支援を
行っていますか。

16．幼稚園は、保幼小中との
連携や保護者・地域の人々と
の交流など、いろいろな人と
の触れ合いを大切にしていま
すか。

17．学園内の施設・環境を生
かした保育・教育が実践され
ていますか。


